
 

令和８年８月１０日 

（公社）日本バス協会 

 

 

「AI 搭載型乗合バス車内事故防止システム」の実証実験が始まります 
 

 

日本バス協会では、本年 3 月、「バス事業における総合安全プラン 2030」を策定し、様々な安全対策

を実施してまいります。しかしながら、乗合バスの車内事故の発生件数は引き続き横ばい状態であり、国土

交通省調べによると、令和７年乗合バス事故の 34.8％を占めており早急な対策が必要です。 

こうした状況を受け、当協会では、今年度、バス事業者、機器開発メーカーと連携し、下記のスケジュール

に基づき、「AI搭載型乗合バス車内事故防止システム」の効果を検証するための実証実験を行います。 

 

■ 実証実験の概要 

乗合バスの車内（複数個所）にカメラを設置し、リアルタイム映像と AI を活用して乗客の状態等を即座

に検知し、運転士への気づきや警告、発車の的確な判断、乗客への安全確保の促し等により、事故防止

への効果を検証します。また、撮影した映像データは、ヒヤリハットの検証、画像認識技術の向上等、当該シ

ステムの運用改善に活かしてまいります。 

 

■ 参加バス事業者（1２社） 

京王電鉄バス㈱、神奈川中央交通㈱、相鉄バス㈱、名鉄バス㈱、京阪バス㈱、神姫バス㈱、 

関東鉄道㈱、ジェイアールバス関東㈱、東京都交通局、しずてつジャストライン㈱、 

川崎鶴見臨港バス㈱、西東京バス㈱ 

 

■ 参加機器メーカー（2社） 

日野自動車㈱（本社：東京都）、㈱東海理化（本社：愛知県） 

 

■ 実証実験スケジュール 

２０２６年９月～１２月 

 

※なお、実証実験の開始にあたっては、バス事業者及び機器メーカーにより、利用者へ事前にお知らせ

するとともに、取得データは、個人情報保護法に則り、適切に管理いたします。 

 

本件について、ご不明な点等がありましたら、下記担当までご連絡ください。 

 

（公社）日本バス協会 労務・安全部（担当：泉、田知花、池田） 

電話：03-3216-4015（直通） 





-

車内カメラとAIで乗客の危険行動を検知し、運転士に代わって乗客へ
着席案内や注意喚起する事で、転倒事故防止と運転士負担軽減を支援。


